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本書は、甲府市大手一丁目地内におきまして、国立大学法人山梨大学紫遥館建設に先立

ち実施いたしました武田城下町遺跡の発掘調査報告書であります。

瑯問ヶ崎の地に武田信虎が領国統治の本拠として武田氏館を構えた後、甲斐の中心地と

して形成された中世城下町「甲斐府中」から県都としての本市の歴史は始まっています。

そのため、甲斐府中と推定される地域を城下町の遺跡として登録しております武田城下町

遺跡は、本市の成立と発展過程を知る上で欠くことのできない遺跡であります。

このたび、発掘調査の運びとなりました調査地点は、平成 20年度に実施いたしました

調査地点のすぐ西側の隣接地であります。調査の中では、平成 20年度から連続する溝跡

などの遺構が複数確認され、城下町の広がりを知る上で貴重な成果となりました。溝の中

からは焼けた粘土塊や石が多数出土するとともに、周囲からは鍛冶職人が使用したと考え

られます熔けた金属が付着した土器片が発見されるなど、居住者の解明につながる手掛か

りを得ることができましたことは大きな成果となりました。

2ヵ 年におよぶ発掘調査によりまして、この地域の新しい歴史が明らかにされたことは、

本市にとりましても貴重な財産であり、戦国時代に勇名を馳せた武田氏の基盤を考える上

でも重要な資料を提供できたものと考えております。

このたびの一連の発掘調査にあたり、ご協力を賜りました国立大学法人山梨大学をはじ

めといたします関係各位に心より感謝を申し上げますとともに、本市文化財保護行政の更

なる推進にご理解とご助力を賜りますよう、お願い申し上げます。

平成 22年 3月

甲府市教育委員会

教育長 奥 田 理
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1.本書は、山梨県叩府市大手一丁目4310番 地内に所在する武田城下町遺跡の発掘調査報告書であ

る。

2.本調査は、国立大学法人山梨大学職員寮紫遥館建設工事に伴 うものであり、国立大学法人山梨大学

との委託契約に基づき、甲府市教育委員会が実施した。

3.調査経費は、試掘調査を甲府市教育委員会が国庫補助・県費補助を受けて負担し、本調査を国立大

学法人山梨大学が負担した。

4.試掘調査及び本調査は、佐々木満 (文化振興課文化財主事)が担当した。

5.発掘調査の期間及び面積は以下の通 りである。

試掘調査 平成 21年 7月 14日  ～ 平成 21年 7月 22日 調査面積 約 24だ
本 調 査 平成 21年 10月  1日  ～ 平成 21年 11月 21日 調査面積 約 210∬

6.本書の執筆は、佐々木満が担当し、末尾に山梨県立考古博物館 保坂康夫氏と山梨県立博物館 沓

名貴彦氏から寄稿いただいた。

7.図化作業のうち、陶磁器・石製品の実測、遺物 トレース、写真撮影を株式会社シン技術コンサルに

委託し、旧石器の実沢J、 トレースは保坂康夫が行い、土器の実測、遺構 トレースなどそれ以外の図

化作業は佐々木満が行つた。

8.座標測量及び空中写真測量は、株式会社シン技術コンサルに委託した。

9.本書の編集は、小林純― (文化振興課長)を責任者 として佐々木満が行つた。

10.本書に係る出土遺物及び記録図面、写真などは甲府市教育委員会で保管している。

H.出上した金属製品の保存処理は、財団法人山梨文化財研究所に委託した。

12.発掘調査及び報告書の作成にあたつては、次の機関及び諸氏から御指導・御協力を賜つた。記して

厚く感謝申し上げる。 (敬称省略)

国立大学法人山梨大学施設管理課・山梨県教育委員会学術文化財課・財団法人山梨文化財研究所

数野 雅彦・沓名 貴彦・畑  大介・保坂 康夫

13.発掘調査参加者

雨宮 小春  荒木 昭彦  網千 祐馬  池谷富士子  金井いく代  影山三亀次  小池 幹子

坂本 しのぶ  佐藤美喜男  高橋 主税  古屋袈裟男  渡辺百合子  若狭 宗晴
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凡  例

1.発掘調査地点の測量においては、世界測地系X座標 -3550500・ Y座標 685000を 基軸として5m
グリンドを設定している。

2.本書に掲載した地図は、平成 14年要部修正 50万分の 1地方図 (4)関東甲信越、平成 3年度甲府

市都市計画図 2500分の 1・ 10000分の 1、 大 日本帝国陸地測量部地形図 25000分 の 1を用いた。

3.遺構断面上層の色調及び遺物観察表中の色調は、『標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事

務局監修 2008後期)に基づいている。

4.遺構・遺物の実測図縮尺は、基本的には暗渠 1/50、 溝跡 1/80、 掘立柱建物跡 1/40、 土坑 lμ O、 出土

遺物 1/3で あるが、石製品には例外もあるため、図中に示した各スケールを参照願いたい。

5.セクション図に表記されている水平線の数値は、海抜高度を表し、単位はmである。

また、セクションポイン ト表記のEoW・ S・ Nは、東西南北を表 し、同じ遺構で複数の断面観察を

行っているところは、アルファベットで表記している。

6。 遺物実測図で反転復元したものについては、実測部分と復元部分の間にスペースを設けているが、

全体を反転復元したものについては、中央線部でスペースを設けて区別した。

7.本書作成に際して引用・参考にした文献は、一括して本書第 4章末尾に記載した。

8.本書に使用した記号及びスクリーントーンは、以下のとおりである。

煤口 熔融物  |― 須恵器HIIII
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第 1章 武 田城下町遺跡の概要

第 ¬節 遺跡の立地環境 と歴史

奥秩父山塊か ら延び る甲府盆地北部の大良ヶ峠を水源 とす る相川 が形成 した扇状地開析部か

ら甲府駅周辺まで広が る扇状地先端部の南向きの緩斜面地上に遺跡 は展開する (図 1)。 相川扇

状地は三方を山に囲まれ、西を南流す る相川 と東 を南流す る藤川の両河川によつて遮断 された

天然の要害であ り、外縁の山塊には城砦網が整備 され、堅固な構えとなつていた。

武 田城下町遺跡 の地形 を等高線か ら追ってみ ると、館跡西側では相川 に向かって急斜面が形

成 され、東 も藤川 に向か う緩斜面 と河川間際で大きな断崖が形成 されていることか ら、遺跡 は

扇状地上で比較的安定 した扇状地扇央部に展開 してお り、調査地点はその中央付近に位置す る。

甲斐守護武 田信虎 は、永正 16年 (1519)に 甲府市東部に位置す る川 田館から相川扇状地頂

部の瑯燭 ヶ崎の尾根の先端部に館 を移転 させ、同時に家臣団の集住 を強制 したことが記録 され

ている。この武 田氏館造営を契機 に成立 した中世城下町 「甲斐府 中」 (甲 府)が武 田城下町遺跡

である (図 2)。

中世の甲府 については、『 高 白斎記』によると、重臣甘利氏を始め、信濃を追われた諏訪下社

の金刺氏 も早い段階か ら武 田氏 を頼 つて屋敷 を構 えた こ とが記録 されている。 さらに武 田信

玄・勝頼 による領土拡大に伴い、甲府 は武 田領 国の中心 として繁栄 した と考えられ、天文 17

年 (1548)に 出 された地下人による城下への田畑や新屋敷造成の制限か らもその一端を窺い知

ることができる。武 田氏が城下における開発 に対 して統制 を行わざるを得ない状況にあつた こ

とは間違いなく、甲府周辺の開発がこの時期 に活発化 し、城下町が急速に拡大 したことを示す

記述 として評価 されている。

文字資料以外 にも相川扇状地一帯に残 された旧字名 か ら様相の一端 を推定す ることができ る。

甲府 には多 くの武将たちの屋敷や寺社が構 えられ るとともに、商二人な どの町屋 が形成 されて

いた と想定 されているが、武 田氏館跡周辺には 「逍軒屋敷」 (武 田逍遥軒信綱 )、
「土屋」 (土屋

右衛門尉正次 )、
「天久」 (武 田典厩信繁あるいは信豊)な ど重臣に関連する宇名が残 され、館跡

西側にも府 中人幡社の故地を示す 「古人幡」の字名がみ られる。

発掘調査では、そ うした城下町各所の調査 を実施 しているが、近年では館跡東側 に位置す る
「三角」 と「高塀」、その南側 に位置す る「鍛冶小路」周辺の発掘調査では、熔けた金属が付着

した土器が多数 出上 している。出土遺物の様相か ら鍛冶工人の居住域である可能性が高い とみ

てお り、館の隣接地に様々な階層の屋敷群が混在 した状況であつた と考えられる (図 3)。

しか し、武 田信玄の没後に家督 を継いだ武 田勝頼は、天正 9年 (1581)に真 田昌幸 らに命 じ

て韮崎の七里岩台地上に新府城 を築城 し、本拠 を移転 したが、その直後の天正 10年 (1582)

には織 田信長・徳川家康の連合軍による侵攻 を受 け、武 田氏は滅亡 した。そのため、家 臣屋敷

を含む城下町移転 も計画 されていた と想像 されるものの、新府城在城が極めて短期間であつた

ことと、新たな領主たちは再び甲府 を統治拠点 とした ことか らも、相川扇状地上に成立 した 甲

斐府 中はそのまま機能 していたと考えられる。

甲斐国経営を任 された徳川氏・豊臣氏家臣 らは、瑯闘 ヶ崎の武 田氏館跡 に改修 を加 え、領 国

統治の拠点 としたことが近年の武 田氏館跡の発掘調査等で明 らかになつているが、やがて扇状

地南端部の独立丘陵である一条小山に近世城郭である甲府城 を築城 した。 甲府城築城 に伴い府

中域 も移転 させ られ、城下町でも武 田氏館跡近郊 は農村化 し、甲府城 に近い南部一帯 は古府 中

として甲府城ニノ堀内に組み込まれ、近世城下町の一部 として再編成 された。

-1-
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図2 武田城下町遺跡範囲図
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(飯沼1985よ り抜粋)

図3武田期の城下町関連施設等推定図

-3-



第 2節  武田城下町遺跡の範囲

前節の とお り、甲府 には中世 と近世の二つの異なる時代の城下町が重複 しなが ら存在す るこ

とか ら、遺跡の取 り扱い としては、城下町遺跡 を便宜的に区別する必要があつた。そのため、

武 田氏館 を中心 とした中世の城下町を武 田城下町遺跡、甲府城 を中心 とした近世の城下町を甲

府城下町遺跡 と呼称 している。

その うち、武 田城下町遺跡の範囲については、江戸時代 に描かれた城下町に関わる古絵図、

あるいは宇名、地割、現地形な どか ら推定 される範囲を考慮 して図 2の ように登録 している。

北は、武 田氏館跡周辺か ら相川上流の下積翠寺町付近を北限 とし、東西の幅は、相川 と藤川に

挟まれた扇状地扇央部の うち、 5条の南北街路に面する区域を網羅する。

南限については、近世の甲府城下町に組み込まれたために不明な点が多いのが現状である。

特に二つの城下町が重複す る甲府市北 日か ら武 田、朝 日一帯の敢 り扱いが問題 となつたが、甲

府城三ノ堀跡 を一つの境界 として設定 し、堀の外側 を武 田城下町遺跡、堀の内側 を甲府城下町

遺跡 と区分 した。

しか し、近年の発掘調査によつて、現在の JR甲府駅北 口周辺までは武 田期の遺構 。遺物が

検出され ることか ら、実際の中世城下町の南限は、かつての一条小山や一蓮寺が存在 していた

と考えられる甲府城内にまで及んでいたと推測 される。

第 3節  調査地点周辺の状況

本地点も含めて、大手一丁 目地内において各種開発行為に伴 う発掘調査が増加傾 向にあ り、

新たな調査成果が蓄積 されつつある。本地点一帯は武 田氏館か ら南へ 600mほ ど下つた場所 に

位置 し、宇名 は不明確であるが、北側に字 「鍛冶小路」、南側 に字 「小山田」が残 る。「鍛冶小

路」は、その名称が示す通 り鍛冶職人の居住地を示 していると考えられ、南側の「小山田」は、

郡内地域の小山田氏の居住地を示す とみ られ、大手一丁 目付近には職人に関わる城下町、ある

いは武士の屋敷が存在 した地域 と想定 されている。

本地点周辺の発掘調査事例では、平成 13年度に本地点か ら 200mほ ど南側で武 田城下町遺跡

営林署跡地点 (図 4)が発掘調査 されている (甲 府市教育委員会 2001)。 宅地造成に伴 う調査

によつて 16世紀中葉か ら 16世紀後半の城下町に関連す る遺構群が発見 されてお り、屋敷区画

として用い られた溝跡や掘立柱建物跡、墓跡 などが検出されている。堀跡 と考えられ る大型の

溝跡が隣地境界に近い調査 区南側か ら発見 されてお り、城下町における区画のあ り方を考える

上でも重要な成果であつた とともに、溝跡か ら 17世紀初頭の陶磁器が出土 したことか ら、中世

の溝跡が近世初頭まで利用 され、その境界が現在まで継続 したことが明らかにされた。

また、平成 21年度に入 り、その間の大手一丁 目 4549-1でも本調査が実施 され、掘立柱建

物跡や井戸跡な どが検出されてお り、何 らかの屋敷地が形成 されていたことが確認 された。同

時期に隣接す る屋形二丁 目 34地 点における調査においても竪穴建物跡を伴 う屋敷地が調査 さ

れ、溝跡から陶磁器や銭の一括埋納が発見 されるなど興味深い成果が得 られた。

加 えて、平成 20年度 には本地点 と連続す る敷地内において発掘調査 (甲 府市教育委員会

2009)を 実施 した。本地点の調査 もその成果によるところが大きいが、溝跡や地形の段造成で

区画 した複数の屋敷区画 とその内側か ら掘立柱建物跡や井戸跡が検出 されてお り、戦国期の城

下町が街路 と街路に挟まれた奥地まで整備 されていたことを証明す ることができた。城下町の

様相は、遺構の重複関係か ら概ね 2時期 と考えられ、出土遺物は 16世紀中葉が主体で後半以降

のものは極めて少なく、武 田氏が対外的に勢力を伸ばした発展期の中で成立 し、武 田氏滅亡 と

ともに衰退 したことが明 らかとな り、城下町の成立 と終焉を考える上でも大きな成果であつた。
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第 2章 調査の概要

第 1節 調査に至る経緯

周知の埋蔵文化財包蔵地である武田城下町遺跡範囲内において、国立大学法人山梨大学紫遥館建

設工事に先立ち、平成 21年 6月 19日 付けで国立大学法人山梨大学学長前田秀一郎より文化財保護

法第 93条第 1項に基づく埋蔵文化財発掘の届出が提出された。

届出を受けて、甲府市教育委員会 と国立大学法人山梨大学 (以 下、山梨大学 とい う)と の間で平

成 20年度調査地点の成果も踏まえた上で協議を行い、甲府市教育委員会が平成 21年 7月 14日 か

ら7月 22日 までの期間において、遺跡の有無や時代、範囲、内容などを確認するための試掘調査

を実施 した。試掘調査に関わる費用は、甲府市教育委員会が国庫補助事業費で対応 した。

試掘調査の結果、隣接する平成 20年度調査地点と同様に中世城下町に関連する遺構・遺物が検

出されたため、山梨大学 と具体的な協議を行い、発掘調査及びその後の整理作業を含めた原因者側

の負担 とすることで合意 し、平成 21年 9月 14日 付けで両者の間で委託契約を締結 した。

発掘調査範囲は、建物建設予定地において遺跡確認面に掘削が及ぶ範囲一帯を調査対象地 とした

が、隣地職員寮関連の施設利用 と埋設物なども考慮 した上で、調査区東側については調査対象から

除外 し、工事掘削時の立会い等で対応することとした。現地での発掘調査は平成 21年 10月 1日 に

着手し、平成 21年 H月 21日 には現地を埋め戻 して調査を終了した。

第 2節 試掘確認調査と基本層序

本地点については、調査以前にはコンクリー ト2階建ての職員寮が存在 していたものの、遺構確

認面が比較的深いこともあり、地下の残存状況は良好ではないかと考えられた。試掘調査は、新築

建物建設予定地の中央部付近を調査対象範囲として設定した。計画建物は敷地に合わせて東西方向

に長い形状であつたため、東西方向に約 12m、 幅 2mで トレンチを設定した (図 5)。

試掘調査に際しては、平成 20年度調査区の掘削深度を参考にしつつ、重機によつて慎重に掘削

した。部分的に建物基礎解体時のコンクリー ト片などが混入する厚い撹乱層が存在 したが、 トレン

チ全体 としては比較的良好な土層堆積が確認 された。全体的に暗褐色土層を主体 し、下層ほど暗い

色調に変化するとともに、炭化物などの混入が確認 された。作業を進めたところ、現地表下約 60

mか ら溝状に集石が確認 され、暗渠ではないかと考えられた。そのため、暗渠が検出された面まで

重機で掘削し、それより下層の確認作業については人力で行つた。

暗渠検出面で一度遺構確認を行つたものの、明確なものは確認 されなかつたため、暗渠一帯を掘

り残 して約 80cmま で掘削した。その段階で精査 したところ、遺物も比較的多く出上し、溝状の遺

構などが確認 された。よつて、昨年度よりも遺構が検出された高さは低 くなつているものの、本地

点においても中世城下町に関わる遺跡が包蔵 されてお り、本調査を実施する必要があると判断した。

基本層序については、建物が存在 した調査区北側を中心に基礎解体時の撹乱や盛土層が現地表下

50～ 60cm近 くまで堆積 していたが、調査区南側などは撹乱を受けてお らず、現地表下約 20cmで

水田の耕作土と床土を 15cmほ ど確認することができた。

水田層下には暗褐色土層が堆積 していたが、遺構確認の状況からも、暗渠が検出された約 60cm

とその下層の約 80cmで 2層 の生活面の存在が確認 された。遺物はかわらけなどを中心に各層位か

ら出土したが、暗渠確認面下層からはより多くの中世遺物が出土したため、少なくとも現地表下約

60cmか ら80cmま では中世段階の包含層であると判断した。
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第 3節 調査の方法

本調査対象面積は約 210ピであり、大型重機によつて一度に掘削を行った。試掘調査成果を基に

現地表下約 60cmの 暗褐色土層までを重機で掘削し、それより下層はすべて人力により掘削した。

発据調査に際しては、世界測地系による方眼測量によつて 5m× 5mの グリッ ドを基本単位 とし

て設定 し、グリッド番号などは平成 20年度調査区から引き続いて連続 した番号を用いることとし

た (図 6)。 よって、東西列を算用数字、南北列をアルファベ ッ トで表記 したものを組み合わせて

グリッド番号として用いてお り、各グリンド番号は南東隅にあたる杭を基準 とし、遺構実沢1、 遺物

取 り上げ等に際しては、すべてグリンド番号に合わせて記録 した。

遺構の調査方法は、土坑・Pitな どは基本的に半裁によつて土層を確認 した上で遺構であるか判

断し、写真 。図面により記録 した。溝跡など大型の遺構については、任意に部分的な土層観察面を

設けて写真・図面により記録 した。個々の調査がある程度完了したところで、ラジヨンヘ リコプタ

ーによる空中写真測量を実施 し、調査区全体の俯隊 と直上からの写真を撮影するとともに、現地補

足等による測点観測を行い、図化 した。
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第 4節 調査の経過

発掘調査の期間は、範囲確認に伴 う試掘調査を平成 21年 7月 14日 から 22日 までの期間内で 5

日間実施 し、本調査は平成 21年 10月 1日 か ら H月 21日 までの期間内で 30日 間実施 している。

本調査の主な作業の進捗状況は以下のとお りである。

10月 1日  本調査範囲設定。重機により調査区掘削。人力により随時掘削・精査。

10月 2日  重機による掘削完了。

(台風 18号など天候不良が続く)

10月 13日  調査区内方眼測量 。水準測量杭打ち。

10月 15日  1号暗渠掘削着手。

10月 21日  3号暗渠 。調査Ⅸ南黄褐色土帯掘削着手。

10月 22日  2号暗渠掘削着手。

10月 23日  調査区南畝状溝跡群掘削着手。

10月 27日  1号土坑掘削着手。

10月 28日  2号土坑掘削着手。

10月 29日  3・ 4号土坑掘削着手。

H月 2日  1・ 2号溝跡、 5号土坑掘削着手。

H月 3日  6号 土坑掘削着手。

H月 7日  3号溝跡掘削着手。

■ 月 9日  4号溝跡掘削着手 (後 に造成層 と判明)。

■ 月 10日  7号 土坑、 1・ 2号 Pit掘 削着手。

H月 12日  3・ 4号 Pit掘 削着手。

H月 16日  8号土坑、 5号 Pit掘 削着手。

H月 19日  5～ 9号溝跡、 6～ 9号 Pit掘削着手。

H月 20日  9号土坑、10～ 13号 Pit掘 削着手。ラジコンヘ リコプターによる空中写真測量実施。

測量終了後、重機による埋め戻 し開始。

11月 21日  全体の埋め戻 し、整地を終えて発掘調査完了。

H月 24日  現場機材等を撤去 し、現地での作業を完了。

12月 17日  東側の一部未調査箇所について建物基礎掘削時に立会を実施。

第 5節 調査後の処置

発掘調査によつて得 られたコンテナ 2箱分の出土遺物は、平成 21年 11月 30日 付けで甲府警察

署長宛に遺失物法に基づ く埋蔵物発見届を提出するとともに、山梨県教育委員会教育長へ保管証を

提出し、平成 21年 12月 16日 付け教学文第 2574号 により正式に出土品の帰属 と文化財 としての認

定がなされた。合わせて、発掘調査成果については、本書に先駆けて概要報告書をま とめ、平成

21年 12月 2日 付け教発第 1338号で山梨大学に提出した。

室内整理作業及び報告書作成作業については、甲府市山宮甲文館において出土遺物の洗浄、注記、

接合後に実測作業を行い、図化 したものを浄書するとともに写真撮影 し、図版作成を行っている。

現場での記録写真等についても整理するとともに、図版作成を行い本書の刊行に至つている。
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第 3章 遺構 と遺物

今回実施 された調査 区内か らは、溝跡 9条 、土坑 9基 、Pit1 3基 (う ち掘立柱建物跡 1)で
ある。主に 16世紀中葉から 16世紀後半の遺構 は中世城下町関連、17世紀後半か ら 18世紀前

半の江戸期の遺構は調査区一帯が農地化 した際に構築 されたもの と考えられる。

第 1節  暗渠 日畝跡

1号暗渠 (遺構 :図 7 遺物 :図 13)

位  置 :F-14、 G14、 1 13グ リン ド

検出状況 :試掘調査で確認 されていた暗渠であ り、南北方向に延びるが南側で東へ と折れる。

確認 した段階では小礫が充填 されていたが、除去す ると、その下か ら配石の水路上に

被せ られた暗渠の蓋 となる石列が検出された。

検出範囲内の規模は、全長約 80m、 幅約 1,Omで 北側か ら南側へ向かつて傾斜 し

てお り、 2号暗渠付近まで流末が延びていたことか ら、 2号暗渠は排水 していた可能

性がある。時期的には戦国期の遺構群 より高い層位 にあ り、江戸期になつてか ら周囲

の耕地化に伴い排水施設 として埋設 されたもの と考えられる。

重複関係 :2・ 4号溝跡、 7号土坑、畝跡 より新 しい。

出土遺物 :図化 したのは 1の 熔融物付着のかわ らけであるが、ほかには小片のかわ らけが 12

点出上 している。

2号 暗渠

位  置

検 出状況

重複関係

出土遺物

3号 暗渠

位  置

検出状況

(遺構 :全体図中 遺物 :図 13)

:F-13、 G13グ リッ ド

:南北方向に延びる暗渠であ り、垂直に掘 り込まれた溝の中に大小の小礫が多量に充

填 されていた。調査中も絶 えず北側か ら水が流れ込んでお り、暗渠のすべてを掘削す

ることはできなかつたため、配石な どの存在 も確認できなかつたが、 1号暗渠 とは様

相が異なる暗渠であると考えられた。

検出範囲内の規模 は、全長約 75m、 幅約 10mで、深 さは確認面から約 04m掘削

したが、前述のとお り完掘は していない。出土遺物の中に近世陶磁器が確認 されたこ

とから江戸期の遺構 と断定 した。

:2・ 4号溝跡、 6号土坑より新 しい。

:3の 窪み石は類例から考えて戦国期の可能性が高いが、 2の かわ らけは 17世紀代

のもの と考えられ る。図化 していないが、17世紀後半 と考 えられ る美濃産の香炉片

も出土 していることか ら、時期的には幅を持たせて 17世紀後半か ら 18世紀前半の遺

構 と考えられる。

(遺構 :図 7 遺物 :な し)

:H-16、 1 16グ ジッ ド

:南北方向に延び る暗渠であ り、確認面か ら小礫が充填 されていた。住宅基礎解体時

の撹乱な どもあ り、残存状況が悪かつたが、調査区南側では確認 されていないことか

ら、流末が どこに向つていたのかは定かではない。

検出範囲内の規模は、全長約 6.5m、 幅は東側で約 05m、 西側で約 09mで あり、

掘 り方 も約 01mと 浅 く、小礫のみで配石などは確認 されなかつた。
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刊号暗渠

3号暗渠

図 7 1日 3号暗渠、畝跡
0       暗  渠       2m
O      畝  跡       4m

-11-



重複関係 :2号溝跡 よ り新 しい。

出土遺物 :な し。

畝跡 (遺構 :図 7 遺物 :な し)

位  置 :調査区南側一帯

検出状況 :調査 区南壁際で南北方向に検出 された細長い溝群である。西側では土塁状 に盛 られ

た黄褐色土帯の下層か ら検出 されてお り、覆上には黄褐色土や小礫な どが多 く混 ざつ

ていた。深 さ約 0.lm前後の溝跡 が一定間隔で連続す ることか ら畑の畝 と考えられ る。

重複関係 :他遺構 より新 しい。

出土遺物 :な し。

第 2節  溝跡

1号溝跡 (遺構 :図 8 遺物 :図 13・ 15)

位  置 :F― H・ 12グ リン ド

検出状況 :東西方向に延び る溝跡であ り、東側は調査区外 に延び、西側 は撹乱 として扱つたが、

宅地造成前まで使用 されていた と考えられ る南北方向の石積みの水路部分で途切れて

いた。 あくまで推測であるが、撹乱 とした水路の前身が中世段階か ら存在 したか、あ

るいは 6号溝跡 と接続 したか どちらかであつた と考 え られる。

遺構上層の援土は暗褐色であつたものの、全体 にやや黄褐色のよ うにも見えたため、

最 も早 くか ら確認 されていた溝跡であ り、遺構形状は明瞭であった。検出範囲内の規

模は、全長約 6.5m、 幅は東側で約 0.5m、 西側で約 0.9mで あ り、深 さは約 0,3mで

東か ら西へ傾斜 していた。下層 には砂の堆積 はなかつたことか ら、敷地境界や雨水な

どの排水用の開渠であつた と考えられる。

:7・ 9号溝跡、 5号土坑、Pit l・ 8・ Hよ り新 しい。

:4・ 5は かわ らけで、49は上層か ら出上 した 旧石器 時代の水晶製のナイフ形石器

である。ほかにはかわ らけ片が 1点 出上 しているのみである。

(遺構 :図 9 遺物 :図 13～ 15)

:G-12～ 14、 H-13～ 16グ リン ド

:調査区を横断す るよ うに東西方向に延び る溝跡 であ り、G-13グ リッ ドか ら西側

の溝跡覆土には焼土塊や炭化物が多量に堆積 していた。武 田氏館跡 を始めとす る周辺

の中世遺跡 出上の焼土塊 と比べ、今回出土 した焼土塊 は土壁のよ うな壁体 としての面

が見 られず、板状圧痕 も見 られなかつた。加 えて、粘 土内にはスサな どの混入物 も少

ないことか ら、建物の壁体 としてではなく、窯や炉な どの簡易な構造物の壁体であっ

た可能性が高い と考えられ、何 らかの理由で溝 の廃絶 に際 して投棄 された と思われ る。

検出範囲内での規模は、全長約 245m、 幅は東側で約 1.Om、 中央付近で約 2.3m、

西側で約 2.7mで あつた。深 さは検出面か ら東端で約 0.lm、 西端で約 0.4mで あ り、

東か ら西へ傾斜 していた。 さらに、溝跡 中央付近南側 には明瞭な段差があ り、覆土堆

積状況か ら 1、 2度 の掘 り直 しがあった と考えられ る。焼土児が含まれていなかつた

G-12グ リン ド~帯 は、掘 り直 し以前の初期の 2号溝跡 に伴い、早い時期 に廃絶 し

た と解釈 され る。溝跡の性格は、敷地境界の排水用開渠であつた と考えられる。

:3・ 4号 土坑より古 く、 3・ 6・ 7・ 8号溝跡 、Pit 2・ 6・ 7よ り新 しヤヽ。

:遺物量は遺構の中では最多の 72点 の遺物が出上 してお り、その多 くは焼土塊堆積

層か ら得 られた。図化 したものは 6～ 13ま でがかわ らけ、14～ 16ま でが大窯段階の

重複関係

出土遺物

2号溝跡

位  置

検出状況

重複関係

出土遺物

―-12-―



灰釉陶器皿、17が 印亥1の 火鉢、18～ 21ま でが土器悟鉢、22が 茶臼であ り、ほかに金

属製品として 52の銅塊 と 53の釘が出上 している。

特筆すべ きもの としては、53の 碁石状の釦塊がある。銅塊上部は柘招状にヒビ割

れ、底部はクレーター状に発泡 しているものの、全体的に表面は滑 らかに仕上げられ

ている。底部付近は人工的に整形 されてお り、形状 を観察す るかぎ りでは、熔融物付

着土器 な どによつて精製 されたよ うにもみえる。分析結果は寄稿いただいているが、純

度の高い銅塊であることが明 らかになつてお り、古銭な どを二次的に鋳潰 したもので

はなく、意図的に純銅 を作 り出 した と考えられ、大変興味深い資料である。

3号 溝跡 (遺構 :図 9 遺物 :な し)

位  置 :H14グ リン ド

検出状況 :南北方向に延び る溝跡 であ り、 2号溝跡 によつて分断 され る形で検出された。北壁

か ら検出 され、南側 は 4号溝跡 に接続す ることか ら、検 出範 囲内の規模 は、全長約

34m、 幅約 25mで 、深 さは約 02mと 浅 く、性格等は不明である。

東西方向に延び る溝跡であ り、 1号溝跡の延長ではないか と考えたが、微妙な軸線

の違いや堆積土、溝の規模等を考慮 し、別遺構 とした。調査 当初は整地層の堆積 によ

って遺構の形状 も不明瞭であ り、 自然堆積 とみ られ る土層状況か ら覆土だけでは遺構

の判別が困難であったため、何箇所かに設定 したサブ トレンチによつて溝跡延長 を掴

み、それを手掛か りに掘削を行った。

西側は 8号溝跡 と接 し、東側 は 6号 土坑な どと重複す るため不明瞭であるが、 1号

溝跡 と同様 に 6号溝跡か隣接す る撹乱 とした水路周辺に帰結 した と推測 される。検出

範囲内の規模 は、企長約 16m、 幅約 11～ 18mであった。深 さは約 02mで U字断面

の溝跡であった。

重複関係 :4・ 6・ 7号 土坑 より古い。

出土遺物 :54は 小札であ り、他 にかわ らけ片 14点 、土器悟鉢片 6点 、内耳鍋片が 1点 出土 し

ているが、土器等で図化可能なものはない。

5号溝跡 (遺構 :図 8 遺物 :な し)

位  置 :G12グ リッ ド

検出状況 :東西方向に延び るが、北側半分は調査 区外に展開す る。 6号溝跡 と接合す ることか

ら同時期の遺構 と考えられ るが、検出範囲内の規模 は、全長約 53mで あ り、深 さは

深い場所で約 01mで あつた。

重複関係

出上遺物

4号 溝跡

位  置

検出状況

重複関係

出土遺物

6号 溝跡

位  置

検出状況

2号溝跡 より古 く、 4号溝跡 と同時期か。

なし。

(遺構 :図 9 遺物 :図 15)

G13～ 15、 H15グ リッ ド

1・ 2号土坑より古 く、 7号溝跡 より新 しい。

なし。

(遺構 :図 8 遺物 :図 14)

F-13、 G12グ リン ド

調査区を縦断す るよ うに南北に延びる溝跡であ り、宅地造成直前まで使用 されてい

た と考えられる石積みの水路によつて南側は一部破壊 されていた。検出範囲内の規模
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重複関係

出上遺物

7号溝跡

位  置

検 出状況

重複関係

出土遺物

8号溝跡

位  置

検出状況

重複関係

出土遺物

9号溝跡

位  置

検出状況

は、全長約 73m、 幅は残存 していた北側で約 07mで あつた。深 さは約 025mで、

北か ら南へ傾斜 していた。 自然堆積 であるが、砂層の堆積がないことから敷地境界か

雨水な どの排水用の開渠であつた と考えられ る。

:2号溝跡、 6号 土坑より古い。 5号溝跡 と接続す ることか ら、同時期 と考 え られ る。

:23は かわ らけであ り、図化できなかつたが、ほかにかわ らけ片 6点 と瀬戸美濃大

窯段階の播鉢片が 1点 出土 している。

(遺構 :図 8 遺物 :掲載なし)

:F-12、 G12グ リン ド

:南 北方 向に調査 区を縦断す る溝跡であ り、検 出範囲内の規模は、全長約 76m、 幅

は北側で約 05m、 南側で約 1.Omで あつた。深 さは約 025mで 北か ら南へ勾配があ

り、屋敷地境界か雨水などの排水用の開渠であつた と考えられる。

1・ 2・ 5溝跡、 8号 土坑、Pit 2・ 4・ 5。 H。 13よ り古い。

かわ らけ片が 1点のみ出上 している。

(遺構 :図 9 遺物 :な し)

H 15グ リッ ド

南北方 向に延びる溝跡であり、北側 は調査 区外へ と延び るが、南側は 4号溝跡 と接

続 した後、一部南側 に突き抜けるよ うに延びていたが、末端は明確に確認できなかつ

た。検出範囲内の規模 は、全長約 5,7m、 幅約 1lmで 、深 さは 02mで あつた。 断面

形な どは 4・ 8号溝跡 と同 じでU字形であつた。底面には砂な どの堆積はな く、敷地

境界や雨水の排水用の開渠であつた と考えられ る。

2号溝跡、 3・ 4号土坑より古 く、 4号溝跡 と同時期。

な し。

(遺構 :図 8 遺物 :図 14)

F-12グ リッ ド

調査 区東端部で南北方向に検出 された溝跡であ り、遺構の大部分は調査区外 に展開

している と考えられる。 2号溝跡 と同様、遺構覆上中に多量の炭化物 と焼土鬼 が含ま

れていた。検出範囲内の規模は、全長は約 2.8m、 幅 14mで あ り、深 さは約 0.15m

の浅い溝跡であった。時期的には堆積土等か ら 2号溝跡 と同時期 と考えられ る。

重複関係 :1号溝跡 、 5号土坑、Pit lよ り古 く、Pit1 0よ り新 しい。

出土遺物 :焼 土塊のほか 24の脚付香炉が 1点 出上 している。

第 3節  土坑

¬号土坑 (遺構 :図 10・ 遺物 :掲載なし)

位  置 :G12グ リッ ド

検出状況 :調査 区北壁際で発見 された土坑であ り、遺構の南半分のみの掘削であつたた め、遺

構平面形 は円形ない しは精 円形になるもの と考 えられ る。検出範囲内の規模 は、長軸

で約 165mで あつた。出土遺物 も少なく、用途は不明である。

重複関係 :5号溝跡 より新 しい。

出土遺物 :小片ではあるが、かわ らけ 3点 、火鉢 1点 が出上 している。
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刊号溝跡

6号溝跡

～6号溝跡 1・ 2層と同じ

10YR暗褐3/3砂粒少量、炭化物微量、粘性・しまりある。
10YR暗褐3/4砂 粒少量、小礫・褐色土粒・炭化物微量、粘性あり、しまりやや強い。
10YR暗褐3/4砂 粒多量、炭化物微量、粘性あり、しまりやや強い。
10YR暗褐3/4砂粒少量、炭化物微量、粘性。しまりある。
10YR暗褐3/4砂粒少量、灰色土粒微量、粘性あり、しまりやや強い。

016100二

10YR暗褐3/3砂粒少量、炭化物多量、焼土塊少量、粘性・しまりある。
10YR暗褐3/4砂粒少量、炭化物少量、焼土塊微量、地性あり、しまり

やや強い。

1 10YR暗褐3/4砂粒・小礫少量、炭化物微量、粘性。しまりある。
2 10YR暗掲3/4砂粒少量、炭化物少量、粘性やや強く、しまりある。
3 10YR暗褐3/3砂粒少量、炭化物多量、焼土塊微量、粘性・しまりある。
4 10YR暗 褐3/4褐色土粒多量、砂粒少量、小礫・炭化物微量、粘性やや

強く、しまりある。
5 10YR暗褐3/3砂粒多量、褐色土粒少量、小礫・炭化物微量、粘性・

しまりある。
6 10YR暗褐3/3砂粒・炭化物少量、焼土粒微量、粘性やや強く、しまりある。
7 10YR暗褐3/8砂粒多量、砂利・炭化物少量、粘性あり、しまりやや強い。
8 10YR暗 褐3/3砂粒多量、炭化物微量、粘性。しまりある。
(4～8が 1号溝跡覆土 )

7号溝跡

816000A

10YR暗褐3/3砂粒少量、炭化物多量、焼土鬼少量、粘性。しまりある。
10YR暗褐3/4砂粒少量、炭イと物少量、焼土塊微量、粘性あり、しまり

やや強い。

H-13

キ

Ｓ
一

9号溝跡

1

2
3

4
5

315900■

割6000■       二

図

図

面

面

断

平
ｍ

ｍ

図 8 1日 5B6日 7H9号 溝 跡

6号溝跡

F-12
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1 10YR黒褐2/2砂 粒微量、北性・しまりやや強い。
2 10WR鈍い黄褐5/4砂粒少量、炭化物微量、粘性・しまりやや強い。
3 10YR鈍い黄褐4/3砂粒少量、小礫・炭化物微量、粘性あり、しまりやや強い。
4 10YR暗褐3/4砂粒多畳、小礫・炭化物・黄褐色土粒少量、粘性・しまりある。
5 10YR暗褐3/4砂粒多量、炭化物少量、粘性。しまりある。
6 10YR暗褐3/3砂粒・炭化物少量、小礫微量、冶性あり、しまりやや強い。
7 10YR暗褐3/4砂粒多量、小礫・焼土粒微量、炭化物少量、粘性・しまりある。
8 10YR暗褐3/4秒粒少量、小礫・炭化物微量、粘性あり、しまりやや強い。
9 10YR鈍い黄褐4/3砂粒少量、炭化物微量、粘性あり、しまり強い。
10 10YR暗 褐3/3砂粒少量、炭化物微量、粘性あり、しまりやや強い。
■ 10YR暗褐3/3砂粒・炭化物少量、粘性あり、しまり強い。

(3・ 9が4号溝跡覆土)

2

3

4
5

10YR暗褐3/3砂粒多量、炭化物・焼土粒少量、小礫微量、粘性・しまりやや強い。
lllYR暗 褐3/3砂粒少量、礫・小礫・炭化物・焼土塊多量、粘性やや強く、しまりある。
10YR暗褐3/3砂粒少量、小礫・炭化物・焼土粒微量、粘性 。しまりやや強い。
10YR暗褐3/4砂粒少量、炭化物・褐色土粒微量、粘性あり、しまりやや強い。
10YR暗褐3/4砂粒少量、炭化物微量、粘性。しまりある。
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1 10YR暗褐3/3砂粒多量、小礫微量、黄褐色土粒・炭化物少畳、粘性 。しまりある。
2 10YR黒褐3/1砂粒多量、炭化物少量、粘性。しまりやや強い。
3 10YR暗褐3/3砂粒少量、炭化物微量、粘性あり、しまりやや強い。
4 10YR暗褐3/4砂粒多量、炭化物少量、粘性。しまりある。
5 10YR暗褐3/4砂粒多量、黄褐色土粒少量、炭化物微量、粘性。しまりある。

イ

図 9 2・ 3・ 4・ 8号溝 跡
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2号 土坑 (遺構 :図 10。 遺物 :図 14)

位   置 :B-5グ リッ ド

検出状況 :調査区東壁際で発見 された土坑であ り、遺構の西側のみ検 出 されてお り、平面形は

円形ない しは楕 円形 になるもの とみ られ る。検出範囲内の規模 は、長軸約 21mで あ

り、掘 り込みも約 02mと 浅かつた。一部に礫 も見 られたが用途は不明である。

重複関係 :4号溝跡 より新 しい。

25の かわ らけのほか小片 2点 と、瀬戸美濃大窯段階の灰釉皿 1点 が出土 している。

(遺構 :図 10。 遺物 :掲載な し)

H-15グ リッ ド

覆土上層 に小礫 を多量に含む土坑である。小礫層 は 4号土坑まで連続 していたため

に廃絶は同時期 と判断 された ものの、掘 り込みは個別に確認 されたことか ら、異なる

遺構 と判断 してそれぞれ に遺構番号を付 した。遺構平面形は隅丸長方形であ り、検出

範囲内の規模は、長軸約 26m、 短軸約 165m、 深 さは約 02mで あ り、用途などは

不明である。

重複関係 :2号溝跡 より新 しく、 4号土坑 と同時期

出土遺物

3号 土坑

位  置

検出状況

出土遺物

4号 土坑

位  置

検出状況

重複 関係

出土遺物

5号 上坑

位  置

検 出状況

出土遺物

6号 土坑

位  置

検出状況

小礫層が堆積 していた。遺構平面形は円形であ り、検 出範囲内の規模 は、長軸約 10
m、 短軸約 1lm、 深 さ約 0.2mと 浅 く、用途などは不明である。

3号土坑同様に用途などは不明である。

かわ らけ片が 6点 出土 してお り、 うち 1点 は熔融物が付着 していた。

(遺構 :図 10。 遺物 :な し)

H 15グ リン ド

3号 土坑 と重複す るよ うに検 出 された土坑であ り、上層 には 3号土坑から連続する

2号溝跡 より新 しい。 3号土坑 と同時期。

なし。

(遺構 :図 10,遺 物 :図 14)

F-12グ リッ ド

調査区東側で確認 された土坑で、上層で集石が検出 されていたことか ら、当初は集

石墓で はないか と考 え られ た が骨 片 な どもな く、用途 は不 明で あつた。遺構平 面形 は

円形 で、検 出範囲内の規模 は、長軸約 20m、 短軸約 18mで 、深 さは 015mと 浅 か

つた。

重複関係 :1号溝跡 より古 く、 9号溝跡 より新 しい。

26の かわ らけ 1点 と 27の瀬 戸美濃灰釉陶器皿 1点が出上 してい る。

(遺構 :図 11・ 遺物 :掲載 な し)

F-13・ G-13
西側 は 2号 暗渠 開削時 に破壊 され ていた ものの、東側 には部分的 に配石 がな され て

いた。遺構平面形は精 円形 と考 えられ、検出範囲内での規模は、長軸約 19m、 短軸

約 17mで あ り、深 さは 02mで あつた。配石の状況か ら墓坑の可能性 も想定 された

が、物証はないことか ら性格や用途は不明である。

重複関係 :2号暗渠 より古 く、 4号溝跡 よ り新 しい。

出土遺物 :か わらけ片が 1点出上 しているのみである。
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6号土坑

Ｇ・‐３
＋

7号土坑

W

10YR暗 褐3/4  砂粒・小礫多量、粘性。しまりある。
10YR暗 褐3/4  砂粒少量、炭化物微量、粘性・

しまりある。
10YR鈍 い黄褐4/3秒粒少量、炭化物微量、粘性・

しまりある。

粘性。しまりある。
10YR暗褐3/3砂粒少量、炭化物多量、焼土粒少量、

粘性・しまりある。
10YR暗褐3/4砂粒少量、戊化物微量、粘性・しまりある。
lllYR暗褐3/4砂粒多量、小礫少量、粘性やや弱く、

しまりやや強い。

9号土坑

割6000型       生

1 10YR暗褐3/4  砂lt4少量、炭化物・焼土粒微量
粘TE・ しまりある。
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7号土坑

位  置

検出状況

重複関係

出土遺物

0                           2m

図11 6～ 9号土坑

(遺構 :図 11・ 遺物 :な し)

:G-14グ リン ド

:1号暗渠下層か ら検 出 された土坑であ り、上層 には小礫 が多量に含まれていた。遺

構平面形 は円形、または隅丸方形で、検 出範囲内の規模 は、長軸約 1,35m、 短軸約

12mで あ り、深 さは約 01mと 浅 く、用途は不明である。

:1号暗渠より古 く、 2・ 4号溝跡 より新 しい。

:な し。
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8号 土坑 (遺構 :図 11・ 遺物 :な し)

位  置 :F-12グ リッ ド

検出状況 :遺構平面形は楕 円形であ り、検出範囲内の規模は、長軸約 0,8m、 短軸約 065mで
あ り、深 さは 015mと 浅かつた。 1号掘立柱建物跡 内側 に位置す るが、建 物跡 との

共伴関係 は不明である。

重複関係

出土遺物

9号 土坑

位  置

検出状況

7号溝跡 より新 しい。

な し。

遺構 :図 11・ 遺物 :掲載な し)

F-12・ 13グ リッ ド

遺構 の南側 は調査区外に展開 しているが、遺構平面形は円形、または隅丸方形 と考

えられ る。検出範囲内の規模は、長軸約 2.lm、 短軸約 1.6m、 深 さ約 025mで ある。

用途な どは不明である。

重複関係 :7号溝跡 より新 しい。

出土遺物 :かわ らけ片が 1点 出土 しているのみである。

第 4節 掘立柱建物跡 コPit

掘立柱建物跡 については、記載す る規模や柱間はすべて中心か らの距離で計測 してい る。

1号掘立柱建物跡 (遺構 :図 12 遺物 :図 14)

位  置 :F-12・ G-12グ リッ ド

主軸方位 :N-15° 一E 柱穴 I Pit 2・ 4・ 7・ 8・ H。 12

検出状況 :柱穴平面形 は円形 とみ られ、Pit12に 関 しては形状や深 さが異なることか ら同一遺

構であるかは疑間である。南北軸約 1.75m、 東西軸は Pit 2・ 7間 で 1.85m、 Pit 8・

11間 で約 195mを測る。

重複関係 :1・ 2号溝跡 より古 く、 7号溝跡 よ り新 しい。 8号土坑 との新 旧関係 は不 明である。

出土遺物 :Pit1 2か ら 28・ 29を含むかわ らけ片 5点 が出上 している。

第 5節  遺構外 出土遺物 ほか (遺物 :図 14。 15)

遺構外の多 くは、G-14・ 15の 4号溝跡上 の整地層内か らの出上であ り、熔融物付着土器

の出上が多いのもこの一帯からである。試掘調査段階の遺物 もほば両グ リン ドに該 当 し、調査

全体の遺物量の うち、約 3分 の 1を 占める出土量があつた。

掲載遺物の うち、焼き物は 30～ 48ま でが遺構外の遺物であるが、28～ 40が かわ らけであ り、

うち 37～ 40が熔融物付着土器である。41は 土器火鉢の 口縁であ り、17の火鉢 と近似す る。

陶磁器では、42は天 目茶碗、43・ 44が瀬戸美濃灰釉皿、45。 46が 中国青磁であ り、45は

平成 20年度調査 区も合わせて唯―の青磁大型品である。47は 近世瀬戸灰釉碗、48は 須恵器密

片である。金属製 品は、遺構外では 55～ 59は古銭である。古銭の うち 57～ 59は試 掘調査時

にま とまって出上 してお り、その うち、57と 59の 間に挟まれていた 58は 、一部が二次被熱

していた。
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刊号掘立柱建物跡

Pitl
316100L

Pit2

1 10YR暗 褐3/3砂粒・小礫多量、炭化物少量

焼土粒微量、粘性。しまりある。
2 10YR暗褐3/4砂粒少量、小礫・炭化物微量

粘性やや強く、しまりある。
3 10YR暗褐3/4砂粒多量、小礫少量、炭化物

微量、粘性・しまりある。

Pit3
割6000旦      型

サ

1 10YR暗褐3/3砂粒・炭化物微量、粘性・
しまりある。

Pit7・ 8
316100L

Pit7

1 10YR暗 褐3/3砂粒 炭化物少量、粘性やや強く、しまりあ
る。
2 10YR暗褐3/4砂粒少量、炭化物微量、粘性・しまりある。

1 10YR暗褐3/3砂粒・礫・炭化物少量、粘性やや強く、
しまりある。

0円

1 10YR暗褐3/3砂粒少量、炭化物・焼土粒微量、
粘性・しまりある。

2 10YR暗褐3/4砂粒多量、炭化物微量、粘性
あり、しまりやや強い。

Pit4
割6000上       上

節山熟
しpv一 追ト

316000ユ                               _」

nSい鬱/し~

割6000 生                     F

Ru_オ ~V

316000 ど上                                    _⊇ '

引、劇
√ Λ _v/だ

上▽

1 10YR暗 褐3/3砂粒少量、炭化物微量、粘性
やや強く、しまりある。

Pit5
316100上

1 10YR暗掲3/3砂粒・小礫・炭化物少量、粘性・ 1
しまりある。

2 10YR暗褐3/3砂粒微量、炭化物微量、粘性・
しまりある。

10YRH音褐3/4砂粒多量、褐色土粒少量、

炭化物微量、粘性 。しまりある。

Ｅ
一

Pit6
316200世 生

Pit10
316100二                 旦

1 10YR鈍い黄褐4/3砂 粒・炭化物少量、
粘性 。しまりある。

2 10YR褐4/4砂 粒微量、粘性・しまりある。

;i;1子二          型

―1 10YR暗褐3/8砂粒・炭化物少量、焼土粒微量

粘性やや強く、しまりある。

10YR暗褐3/3砂粒・炭化物少量、粘性・しまりある。
10YR暗褐3海 砂粒・炭化物少量、小礫 少量 、粘性 やや強く、

しまりある。
10YR暗褐3/3砂粒多量、炭化物、焼土粒少 量、粘性 。しまりある。

Pit13
316100旦            埜全生

,
1 10YR暗褐3/3砂粒・炭化物少量、粘性・しまりある。

0                       2m

図12 1号掘立柱建物跡 H Pitl～ 13
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出土遺物観察表 単位 i cm

版
号

図
番

番 号 位置・遺構 種類 器種等 生産地等
法

怪
聾

色  調 焼成 備  考
口   笹 器  浩 虞   密

図 3 と 1号暗渠 土器 かわらけ 在 地 (110) 10Yオ リーブ灰6/2 良好 熔融物付着

図 3 2号暗渠 土器 かわらけ 在 地 (6.0) 7 5YR鈍い橙6/4 良好

図 3 2号暗渠 石製品 窪み石 在 地 72 82 幅 11

図 3 4 1号溝跡 器 かわらナ 在 地 (66) 7 5YR橙7/6 良好

図 3 1号溝跡 齢 かわらナ 在 地 (67) 5YR れ缶6/6 良好

図 3 2号溝跡 土器 かわらナ 在 地 52 7 5YR飩い橙6/4 良好

図 3 7 2号溝跡 土器 かわらけ 在 地 (110) 7.5YR鈍い橙6/4 良好

図 3 2号溝跡 土器 かわらけ 在 地 (102) 54鈍い橙6/4 良好

図 3 2号溝跡 土器 かわらけ 在 地 (104) (21) (58) 5YR鈍 い橙6/4 良好

図 3 1 2号溝跡 土器 かわらけ 在 地 75釈 鈍い橙6/4 良好

図 3 2号溝跡 土器 かわらけ 在 地 (60) 10YR鈍 い黄橙7/4 良好

図 1 2号溝跡 土器 かわらけ 在 地 (6.0) 7 5YR鈍い橙6/4 良好

図 1 2号溝跡 土器 かわらけ 在 地 (7.2) (4.8) 7 5YR 3屯 ヤ`詔島5/4 良好

図 1 2号溝跡 陶器 灰釉皿 瀬戸美濃 (11,0) 75Y灰 白8/1 良好

図 1 2号溝跡 陶器 灰釉皿 瀬戸美濃 (58) 10YR灰 白8/1 良好

図 3 1 2号溝跡 陶器 灰釉皿 瀬戸美濃 (7.0) 10YR灰白8/2 良好

図 3 l 2号溝跡 土器 火 鉢 在 地 (40.8) 7.5YR 9也 ヤ`増豊6/4 良好 刻F日

図 l 2号溝跡 土器 言鉢 在地 5YR 電筈6/6 良好

図 l 2号溝跡 土器 言鉢 在 地 5YR aLし お`金6/4 良好

図 3 2丹濫 跡 土器 言鉢 在 地 5YR鈍い橙6/4 良好

図 2号溝跡 土器 言鉢 在 地 (194) 51/R鈍 い橙6/4 良好

図 2号溝跡 石製品 終日 (受皿) 在 地 煤付着

図 2〔 6号溝跡 土器 かわらけ 在 地 (66) 17 (40) 5釈 鈍い橙6/4 良好

図 9号溝跡 土器 即付香炉 在 地 (7.0) 5釈 鈍い橙6/4 良好

図 2号土坑 端 かわらけ 在 地 (58) 5YR鈍 い赤褐5/4 良好

図 4 5号土坑 淵 かわらけ 在地 (154) 5YR 増笠6/6 良好

図 4 5号土坑 陶器 天釉皿 瀬戸美濃 (58) 5YRォ庭白8/1 良好

図
)it 12 土器 かわらけ 在地 (70) 5YR鈍い橙7/4 良好 日縁煤付着

図
)it 12 土器 かわらけ 在地 10釈 褐灰5/1 良好 俗融物付着

図 G-14 土器 かわらけ 在地 (70) 16 51R鈍い橙7/4 良好

図 G-15 土器 かわらけ 在地 (68) 18 54鈍い橙6/4 良好

図 G-15 土器 かわらけ 在 地 .51/R鈍 い橙6/4 良好

図 G-15 土器 かわらけ 在 地 (■ 0) 10YR 黒2/1 良好

図 H-16 土器 かわらけ 在 地 (58) 5YR鈍 い赤褐5/4 良好

図 H-16 土器 かわらけ 在 地 (126) 7 5YR鈍 い橙7/4 良好

図 調査区 齢 かわらけ 在 地 5YR鈍 い橙7/4 良好 口縁煤付着

図 G-14 齢 かわらけ 在地 (124) 25Y灰黄6/2 良好 熔融物付着

図 G-15 齢 かわらけ 在地 (60) 25Y暗灰黄5/2 良好 熔融物付着

図 14 G-15 齢 かわらけ 在地 (106) 2.2 (60) 10YR褐灰6/1 良好 熔融物付着

図 14 G-16 齢 かわらけ 往地 (70) 10YR灰黄褐6/2 良好 熔融物付着

図 14 G-11 齢 火鉢 征地 7 5YR鈍 い橙7/6 良好 刻 F日

図 4 G-15 陶器 天目茶碗 頼戸美濃 10釈 浅黄橙3/3 良好

図 4 4 G-14 陶器 天釉皿 頼戸美濃 (86) 7.5Y灰 白8/1 良好

図 H-14 旬器 天釉皿 頼戸美濃 (98) 7.5Y灰 白8/1 良好

図 5 4 G-13 弦器 青磁花瓶 中国 75Y灰 白7/1 良好 刻 印

図 5 G-16 骸器 青磁稜花皿 中国 (120) 10YR うて6/1 良好

図 5 H-13 勾器 灰釉碗 瀬戸美濃 (7.6) 10YR灰 白6/1 良好 近 世

図 5 G-14 須恵器 甕 在 地 25Y灰黄6/4 良好 古代

図 5 1号溝跡 石製品 ナイフ形石器 水 品

図 5 G-15 石製品 ナイフ形石器 黒曜石

図 5 調査区 石製品 剥片石器 黒曜石

図 5 2号溝跡 金属製品 銅塊 重57
図 5 2号溝跡 金属製品 釘 重 1.2

図 5 4号溝跡 金属製品 /1ヽ 本し 重17

図 5 G-15 金属製品 古銭 窄乙2 46

'享

0.11 重12 皇宋通費

図 5 H- 16 金属製品 古銭 径235 )享 0.2 重2.1 紹聖元賓

図 5 試掘調査 金属製品 古銭 径235 )享 0.1 重24 淳化元賓

図 5 試掘調査 金属製品 古銭 径233 厚012 重 2.8 熙寧元賣 ?

図 5 試掘調査 金属製品 古銭 宅意2 42 煽言2.44 重2.1 皇宋通賓
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第 4

第 1節 武田城下町遺跡大手一丁目 4310地 点の遺構変遷

本年度調査地点では、平成 20年度に職員寮建設 に伴い実施 した大手一丁 目4313地 点 (以 下、

平成 20年度調査 区)か ら連続す る城下町の遺構群が検 出 された。全体的に遺構密度 は薄かつた

ものの、遺構 の重複 な どか ら数時期の変遷 を提 えることができたため、調査区における遺構 の

変遷から確認す る (図 16)。

第 1期 (lA・ lB)

遺構の重複関係や堆積上の様相な どか ら判断 し、最 も古期に位置づけられるのは、 3～ 8号

溝跡である。南北方向に軸線 を有す る溝跡 は 3・ 6・ 7・ 8号溝跡であ り、東西方向の軸線 に

は4・ 5号溝跡 が検出 されている。その うち、 3・ 8号溝跡 は 4号溝跡 と接続 し、 5号溝跡 と

6号溝跡 も接続す る関係 にある。接続す る溝跡は規模や形状、土層堆積状況も類似 し、互 いに

重複関係が不明瞭であつたために同時期 とした。 1号掘立柱建物も同時期の可能性がある。

南北軸の 7号溝跡 については、位置的には 6号溝跡 と併行関係 にあ り、類似 した覆上が検 出

されたが、 6号溝跡 との同時性 を裏付ける資料はない。 しか し、重複関係か ら 7号溝跡 は 5号

溝跡 より古い遺構であることか ら、 5・ 6号溝跡の区画に先行する遺構 と位置づけられる。

よつて、短い時間幅の中で 7号溝跡が先行 して存在 し、その廃絶後に 1号掘立柱建物跡や 5・

8。 9号土坑が設 けられ、建物を囲む ように 5・ 6号溝跡が成立 した とも考えられ る。 かわ ら

けな どの形態をみ るかぎ りにおいては、年代的には 16世紀中葉前後の武田期に形成 された溝跡

群 と位置づけられ る。よつて、7号溝跡の時期 を lA、 5。 6号溝跡の時期を lBと してお く。

第 2期

次に第 1期 の遺構群 との重複関係か ら2・ 9号溝跡 の段階が想定 される。二つの溝跡 は直接

の接点はないものの、堆積土中に炭化物や焼土塊、焼 けた礫な どを多量に含む とい う特徴 があ

り、廃絶状況か ら判断するかぎ り同時性が高い と考えられる。

この段階には少 な くとも 2号溝跡 と併行す る 4号溝跡 を埋 め立てて整地 してお り、 2号溝跡

を境界 とす る新たな屋敷地が形成 された と考 えられ る。整地層 中には熔けた金属が付着 した土

器な ども含まれてお り(2号 溝跡の堆積状況や出土遺物 な ども考慮す ると、鍛冶職人が同地域

に居住 していた と考えられるのではないだろうか。

しか し、2号溝跡 は焼土塊な どが投棄 される以前に一度掘 り直 しを行っている可能性 が高 く、

初期段階の 2号溝跡 は、 4号溝跡 と併行 して存在 した可能性 もあるため注意が必要であるが、

重複関係がない 1・ 2・ 6・ 7号土坑などが同時期の可能性がある。

第 3期

9号溝跡 を破壊す るよ うに 1号溝跡が形成 され ることか ら、本調査地点の溝跡では 1号溝跡

が最 も新 しい遺構 であ り、調査段階では確認 された 4号溝跡 と同一遺構 と認識 していたが、後

に他遺構 との重複 関係や覆土 と検出状況が異なるために別遺構 とした。溝跡の流末が不確 定で

はあるものの、今回は撹乱扱い とした南北方向に入 る水路跡か 2号暗渠の位置に対応す る溝跡

が中世段階か ら存在 していた可能性を指摘す るに止めてお く。

第 4期

畑の畝や 1～ 3号暗渠が形成 され る時期 と考えられ、一帯が農地化 したと考えられ る。 その

他の遺構 としては、 3・ 4・ 6号土坑は重複 関係 か らも新 しい時期に位置づけられ、暗渠 出土

遺物、また 3号土坑出土遺物などから、17世紀後半までには開発 されたものと考えられ る。

二早 察
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第 2節  武田城下町遺跡大手―丁目 4310地 点の出土遺物の様相

出土遺物は、平成 20年度調査 区同様に少量であ り、調査面積 210だ に対 して近世陶磁器 な

ども含めた出土遺物総点数 は 492点であ り、 うち中世遺物は 479点 出上 している。その うち、

かわ らけは lcm以下の小片を除き 384点 を数えてお り、出土遺物全体の約 8割 を占める。

主体は、16世紀中葉 に位置づけ られる厚手褐色系のかわ らけがであ り、形態的には 33・ 35

などにみ られ る体部に大きな稜線が形成 されるものが多 くを占める。16世紀後半に位置づけ ら

れる薄手黄褐色系のかわ らけは、出土数量が極めて少 ない。 かわ らけの中には熔融 した金属が

付着 したかわ らけが 16点 ほ ど出土 してお り、鍛冶に使用 され、廃棄 されたもの と考えられ る。

土器類では橋鉢 29点 、火鉢 24点 があ り、その他には信濃型 の内耳鍋 2点 と脚付香炉が 1点
出上 しているのみである。鉢類 に比べて煮炊きの道具 とされ る鍋類が少ないことから、鉄製 品

が補完 していた可能性 もある。

陶磁器 については、国産陶器 の総点数が 18点 出上 してお り、内訳は瀬戸美濃灰釉皿が 13点
と天 目茶碗 1点 、播鉢 2点 、常滑密 2点 である。 中国磁器の総点数は 8点 であ り、内訳は青花

皿が 4点、青磁皿 3点 、青磁瓶 1点 となつている。平成 20年度調査 区に比べ、瀬戸美濃悟鉢や

常滑甕が入 るな ど周辺の城下町遺跡 に近い器種組成が確認 されたが、全体の数量は少ない。年

代的にも大窯 1・ 2段階が主体であ り、16世紀後半～末に位置づけられる 3・ 4段 階の遺物 は

確認 されなかつた。

中国磁器 に関 しては、碗類 がなく、時期はすべて皿類であった。 中でも青磁皿はすべて輪花

皿であ り、平成 20年度 との共通性がみ られ る。45は青磁花瓶 とみ られ、山梨大学職員寮建設

に伴 う一連の調査の中では唯―の大型製品である。

その他の遺物では、旧石器 、古代、近世の遺物が出上 してい るが、旧石器 については、別稿

で述べるが、48の 須恵器のほか甲斐型土器 が 1点 出上 してい る。近世は、調査区内や暗渠か ら

の出土遺物は、多 くが 17世紀後半から 18世紀前半の遺物が多 く確認 されたことから、

遺物全体の年代か ら遺跡の様相 を総括す ると、16世 紀前半か ら中葉までには城下町の区画が

成立 し、16世紀中葉 には城下町が最盛期を迎えた と考えられ る。その後は、16世紀後半の遺

物は極 めて少ないことか ら、徐々に土地利用が衰退 し、武 田氏滅亡後は城下町 としての土地利

用が途絶 えた と考えられ る。江戸期 に入 ると、初期の様相は不明であるものの、17世紀後半ま

でには農地 として耕作が開始 された と考えられ、徳川綱豊 による甲府藩時代か ら柳沢氏二代の

治世においてこの一帯の開発が活発化 したと推測 される。

第 3節  山梨大学職員寮建設に伴 う発掘調査成果

本年度調査区と平成 20年度調査 区の調査成果のま とめとして、この地点の様相について検討

する。まず、城下町を考える上で重要 となるのは、屋敦地を結ぶ道路の存在である。 中世の甲

府は南北 5本 の基幹道路 と、それ らを結ぶ東西道路で構成 され、そこか ら奥の屋敷地には個々

に道路が引き込まれていた と考 えられる。本地点は、南北基幹道路の中間地点に位置 し、現在

は県道武 田通 り側か ら引き込まれた東西道路を利用 しているが、戦国期は どのような形態であ

つたのだろうか。

本地点は、一つの大きな敷地内が西 と東で 4310番地 と 4314番 地 として登載 されてお り、そ

れぞれ本年度調査 区と平成 20年度調査区として調査 を実施 した。古い地籍図上では大手一丁 目

4314番 地 として登載が確認 でき (図 17)、 敷地内には現在 は存在 しない細い道が描かれている。

道は本調査区南側 に位置す る東西道路に接続 してお り、地籍図の示す位置は、その名残が敷地

南側に生 じているクランク部分 (図 18)と 推測 される。
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発掘調査では、その延長付近で平成 20年度調査区 8・ 10。 12号溝跡が検出 されている。 中

でも南北に併行す る 10・ 12号溝跡は、形状 も安定 してお り、比較的深度 も深 く、下層に粗粒

砂の堆積層が形成 されていたことか ら、水が集まる基幹水路であつた と考えられる。屋敷地の

境界であることは溝跡の規模 とその周辺の遺構の状況か ら想像できたが、改めて両調査区全体

を巨視的にみると、道路側溝 としての機能 も十分想定できる。その視点からみ ると、溝跡の間

は約 2.7mと 1間半ほどの間隔があ り、城下町内の道路 として利用 されていた可能性 も考えられ、

現在の東西道路のほかに中世段階から南側へ通 じる通路が開かれていたと考えられる。

両調査区か らはほかにも東西南北方向にい くつもの溝跡が検出されているが、平成 20年度調

査区の様相か らも、溝跡の多 くは屋敷地の境界 として開削 されたものが多い と考えられ、本年

度調査区もちょうど城下町の屋敷境に位置 していたのではないかと考えられ る。両調査区を比

較 しても、近似 した軸線上に同 じよ うな規模の溝跡が検出されてお り、東西方向に延びる平成

20年度調査区 2号溝跡 と本年度調査区古期 2号溝跡、あるいは 4号溝跡による区画 も敷地内を

南北に分割す る区画 として連続す るもの と考えられ、この一帯の城下町建設 に伴い早い段階か

ら機能 した可能性がある。

また、焼土塊 を上層部に多量に含む 2・ 9号溝跡は、平成 20年度調査区で検出された 10。

11号溝跡 と同時期に存在 した遺構 と考えられる。溝跡に堆積 していた焼土塊の評価 については、

火災による建物の壁体な どの可能性 と、炉や竃な どの解体に伴い廃棄 された可能性の二つを想

定 した。両調査区の様相 を再検討す ると、遺構面の検出状況か ら判断す るかぎ りにおいては、

調査区内において火災が発生 した様子は認 められず、周辺部における火災を想定 しても、限定

された溝跡への火災処理には疑問が残る。

む しろ、焼土塊の詳細な観察結果か らみて、炉や宅な ど粘土を用いた構造物の解体に伴い廃

棄 されたもの と考える方がより現実的ではないだろ うか。特に散発ではあるが、調査区全体か

ら出上 した熔融物付着土器や 2号溝跡か ら出上 した銅塊の存在からも、焼土塊は鍛冶に関連 し

た炉などの壁材であつたものが廃棄 されたと結論づけられるのではないだろうか。

その場合、未調査ではあるものの、溝跡で区画 された北西側または南西側の区画 (図 18)に

鍛冶職人の屋敷が営まれていた可能性が高い とみ られ、今後同地内で開発が生 じる場合には十

分注意が必要であろう。

中世段階の甲府 には堀によつて区画 された武士または寺社な どの屋敷地が存在する一方、 2

年度にわた り実施 された発掘調査によつて小規模な溝跡、あるいは平成 20年度調査で発見 され

た段切 りによる屋敷地が存在す ることを明確 にす ることができた。 さらに、本調査区の成立過

程 と居住者像 に迫 ることができたことは、この周辺地域の歴史 と性格 を考える上で重要な成果

であ り、今後 より多 くの調査事例の蓄積 によつて本調査区が再評価 され、戦国大名武 田氏の城

下町 「甲府」の様相の解明につなげることができれば幸いである。
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9号溝跡

図16中世段階の遺構の変遷 (1:200)

一-29-―



Ч″ω
テ

'＼
 (＼

慢
ｐ
考

７
多
ン
、́

知
ヤ′ウトい

紬 >́>

ゼ
わ

キヤ窃イ
恥

壌
タ́ト。レ

キ多
'多

七

耳
クル
「

々

‐ン
与

万 ッ牽

″ サ

ゑ 昭和前半の地籍図で確認される道

図17調査区周辺の道と敷地の変遷

′      、          在の土地利用と道

′
鍛冶職人屋敷?   ′.

′

r12号溝跡

2号溝跡

クタタこ〉

獣f,卜 ヾ

`し

れ

∬
夕
″
■

HIp多 にμ互

梨県歯科衛生、_登 然 貯
崩イ

‐
ち

｀
聡ヽ

f講襲g章コさ
デ穏

市洋鍔至

“

路ヽ
・
禅「角♯

戦国期の屋敷地割図 18

―-30-―



第 5章 結 垂
口口

戦国大名武田氏のお膝元 として栄えた甲斐府中推定域が遺跡 となつている武 田城下町遺跡

内には、武田期に整備 されたとみられる南北街路が武田氏館周辺から南へ 5本延びている。遺

跡密度も南北街路に沿つて比較的濃 く分布する傾向にあり、特に 5本の街路の うちの中央に位

置する現在の県道武田通 りとその東西に併行する2本の街路に面する一帯に集中する。

今回の調査地点は、県道武田通 りとその東側に位置する市道鍛冶小路に挟まれてお り、表

通 りからは最も奥まつた場所に位置 している。街路に面する表通 りは一般的に考えても利便が

よく、一定の土地利用が想定されるが、街路から奥地の土地利用については、利用頻度が低 く、

ともすれば耕作地あるいは空閑地と考えられても不思議ではない。

ところが、実際に調査 してみると、遺構や遺物の密度は確かにそれほど濃いものではなか

つたものの、 2ヵ 年に及ぶ発掘調査区のほぼ全域から複数の屋敷地に係る遺構・遺物が検出さ

れたことは驚きであつた。東西方向に長い敷地内を横断するように調査できたことは、旧地形

や遺跡の広がりを知る上では効果的な調査区設定であつたことも幸いし、第 4章でも考察した

ように、本地点から検出された溝跡などの遺構群は、戦国期の中で最低でも 2度の変遷がある

ことが明らかとなつた。

年代的には、かわらけの様相をみるかぎり、16世紀後半の形態のものは少なく、16世紀中

葉を主体 とする。そのため、早ければ 4号溝跡などによつて区画 された屋敷地が 16世紀中葉

には成立していたと考えられ、平成 20年度調査区の様相も含めると、本地点一帯の開発は 16

世紀中葉に素掘 りの溝跡で区画された小規模な屋敷群が敷地全体に広がつていたことが判明し

たことは大きな成果であつた。

また、居住者層についても、平成 20年度調査区における 10・ 11号溝跡や本年度調査区の

2・ 9号溝跡に投棄 されていた焼土塊や、熔融物付着時など出土遺物の様相から判断すると、

鍛治工人が本地点あるいは隣接地に居住 していた可能性がある。本地点周辺の字名が 「鍛冶小

路」であることを加味すると、その可能性は高いと考える。

出土遺物に関しては、遺跡の保存状態に比 して戦国期の遺物は全体的に少量であり、本年度

調査区では青磁花瓶片 1点出上しているものの、全体 としては平成 20年度調査区同様高価な

陶磁器ではなく、廉価なかわらけなど土器類への依存度が高い傾向にあることが明らかとなつ

た。このような組成から改めて考えても、上級武士の屋敷地 とい うよりは町屋に近い様相では

ないかと考えられる。

また、本地点で特質すべきは、戦国期の構跡への流れ込みであつたが、旧石器時代のナイフ

形石器が出上したことである。甲府盆地内での出土事例 自体が少なく、相川扇状地上での出土

は、本地点南側に位置する人幡神社遺跡で発見されているのみであり、特に水晶製の石器は希

少である。旧石器時代の遺物の出土は、これまで予測 し得なかつた発見であり、武田城下町遺

跡内の周辺地点や相川扇状地上での今後の調査に十分な注意が必要 となるとともに、新たな事

例の増加に期待が持たれるc

国立大学法人山梨大学職員寮の建替えに伴い、平成 20・ 21年度 と2ヵ 年にわたる発掘調査

によつて、県都甲府市の礎 となつた戦国期の城下町 「甲府」の一角から様々な発見や成果が得

られたことは、本市の成 り立ちと展開を考える上で大きな収穫であつた。同時に日本史の中で

戦国期を代表する大名武田氏の城下町の様相の一端が解明されたことは、戦国期城下町研究に

一石を投ずるものであり、これまでの発掘調査にご理解 とご協力をいただいた山梨大学に改め

て感謝申し上げたい。
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寄稿 武田城下町遺跡の旧石器時代遺物

保坂 康夫

武田城下町遺跡大手 1-4310山梨大学紫遥館建設予定地内における発掘調査で、3点の旧石器時代石器を

確認した。以下に、石器の記載を行 う。

図 15-49は、水晶製の二側縁加エナイフ形石器である。長さ2.4 cIIl、 幅 1 lcm、 厚さ0.3 cIIl、 重さ0.7g

と、かなり小型である。素材は石刃と思われ、打面側を先端に充てている。加工は正面右側縁先端側と基部

左右縁部の3ヵ 所みられる。先端側と基部左側縁の加工は、刃潰し加工であるが、基部右側縁は比較的平坦

な剥離である。基部左縁部の刃潰し加工は、基部端に回り込んでおり、基部端が若干丸みを持つ形態となつ

ている。なお、先端には縦溝状剥離の使用痕が観察でき、投げ槍の先端としての使用が考えられる。素材の

水晶は、透明で良質な石材である。転摩は受けておらず、旧石器時代に持ち込まれたと考えられる。

図 15-50は、黒曜石製の二側縁加エナイフ形石器である。素材は石刃と思われ、打面側を二次加工によ

つて切り取り先端を作出している。二次加工は、3ヵ 所みられる。正面左縁部では、先端側器体上半部に刃

潰し加工を施している。打撃剥離の後に、加工縁部を硬質の石などに擦りつけ、直線的に トリミングしたも

ので、加工面側の加工縁部にステップエンドの微細剥離が連続する。加工面の器体中央側には背面からの加

撃による対向剥離が施されている。正面左縁部器体下半部は)F/J日 工であるが、断面図にみるように、かなり

急角度な素材刃縁部が当てられている。基部側の加工は、正面右側縁と裏面右側縁と2ヵ 所に施されている。

前者は、加工縁部がガジリで失われているが、残存する剥離面端部の状況をみると、刃潰し加工ほどに急角

度ではなく、比較的平坦な打撃剥離によるものと思われる。後者については、主剥離面に沿つた平坦な剥離

で、小規模ながらいわゆる裏面加工と考えられる。石器は、この先端側上半と基部側下半の直線的な加工に

よつて形成され、全体に菱形の形態に仕上げられている。なお、先端には縦溝状剥離、正面右縁先端側のナ

イフ形石器刃縁部には連続承I離の使用痕が観察でき、投げ槍の先端としての使用が考えられる。黒曜石は白

色スジ雲状の細かな気泡がやや入るものの、透明で良質な石材である。おそらく信州産の和田峠周辺の産と

思われる。剥離面に線状痕が多数観察できるが、剥離稜線は鋭利であり、転摩は受けおらず、旧石器時代に

持ち込まれたと考えられる。長さ3.6 cm、 幅 1.l clll、 厚さ0.5 clll、 重さ 1.3gで ある。

図 15-51は、黒曜石製の剥片である。打面は背面方向からの 2枚の剥離面によつて形成されるが、その

左右に別の剥離作業面を形成していたと思われる剥離面が観察できる。背面の剥離は、主剥離方向とは45
度程度の角度で傾斜した方向から打撃されたものが主体である。右縁部にはかなり急角度な剥離が 2枚みら

れ、本剥片の反対面を打面とする剥離作業面の存在を推定させる。こうした、剥離面の状況から、打面転位

を繰 り返す剥離手法の存在が推定される。こうした手法は、AT下位の台形様石器の段階からみられ、武蔵

野台地Ⅳ下・V層段階にもみられるものの、時期の特定は困難である。なお、剥片端部は折れている。稜線

が若干摩耗 しており、剥離面も多数の線状痕が錯綜してみられることから、縄文時代などに黒曜石原石とと

もに原産地で採取され、石鏃などの石器石材として持ち込まれた可能性も考慮する必要がある。長さ2.2 clll、

幅 1.9 cIIl、 厚さ0,7 cm、 重さ2.3gである。

これらの石器の特徴からは、時期の特定は困難である。図 15-50の ような菱形のナイフ形石器は、県内

では南巨摩郡南部町の天神堂遺跡で確認されており、砂川期 (22,000年前頃)に帰属する。図 15-49の よ

うな小型のナイフ形石器は、相模野台地の月見野期やAT下位の武蔵野台地Ⅵ層段階にも見られる。しかし、

両者いずれも基部側に平坦な二次加工が見られる点は、砂川期以降の可含旨l■ も考慮しうる。なお、水晶製ナ

イフ形石器はかなり希少なもので、県内では北杜市高根町の丘の公園第 1遺跡で基部加工や一側縁加工のナ

イフ形石器が確認されているものの、三側爾 ■エナイフ形石器ははじめての出上である。なお、北杜市長坂

町の横針前久保遺跡でも透明度は落ちるものの、水晶製の台形様石器が 1サ煮出上している。

近隣で旧石器時代遺物を出土した遺跡は、500mほ ど南にある官前町の人幡神社遺跡で、ナイフ形石器 3

点、剥片 1点が出上している。いずれも石器の単独出上であり、剥片剥離や石器製作の痕跡が把握されるよ

うな本格的な居住遺跡とは違つたあり方である。甲府盆地内では、曽根丘陵や市之瀬台地などを中心に、20

ヵ所以上で旧石器時代遺物が確認されており、それを包含するローム層などの古い地層の存在が把握されて

いるものの、本格的な居住遺跡がほとんどないという実情がある。一般的に関東から九州にかけての盆地に

は、旧石器時代遺跡はほとんど見られない状況がすでに指摘されており、本格居住には適さないなんらかの

条件が盆地には存在している可能性があるものの、今後の周辺遺跡の調査に期待したい。
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寄稿 武田城下町遺跡出土遺物の科学分析について

沓名 貴彦

1.はじめに

武田城下町の鍛治小路と呼ばれる一角からは、二次的に被熱した土器片の出上がこれまでも発掘から数多く

検出されている。これは、その特徴から鍛冶等に用いられた土器の破片と考えられてきた。

今回の出土資料も、この鍛冶小路の一角からの資料であり、表面に二次的な被熱による発泡や、鉱滓と見ら

れる付着物を有する土器片が存在する。

他にも同遺跡からは、金属塊と見られる小塊が 1点出土している。
そこで、これら資料についてX線透過撮影、蛍光X線分析、X線マイクロアナライザー付走査型電子顕微鏡

による科学調査を実施したため、その結果について報告する。

2.分析資料

熔融物付着土器片 合計 8′点

金属塊      合計 1′点

3.分析方法・条件
・X赫貶劃邑i刷彰

装置 :デジタル X線リアルタイム透視装置 (エクスロン・インターナショナル (株)製 )

管電圧 :160kV、 管電流 :4mA

・蛍光X線分析 lXRF)

装置 SEA5230H卿「 (エスアイアイ・ナノテクノロジー (株)剣
(上器片)管電圧 :50kV、 管電流 :32-88μ A、 測定環境 :真空、測定時間 :60sec、 照射径 :1.8mm φ
(金属塊)管電圧 :50kV、 管電流 :1000 μA、 測定環境 :真空、測定時間 :300sec、 照射径 :0.lmm φ

・X線マイクロアナライザー付走査型電子顕微鏡 (SEM‐ EDX)
装置 SEM:QUANTA600(FE1 9未 )身鋤、EDX:GENESIS― CDU(ア メテック (株)与鋤

力日速Tr■ i30kV、  測定環境 :30Pa

4.結果及び考察

・熔融物付着土器

熔融物付着土器の写真 (図 10)と X線透過撮影の画像 (図 lKbJ)の比較から、重元素付着の影響による影
が見られるものは、4点存在した。中でも、資料 Cについて実体顕微鏡で詳細に観察を行ったところ、金属が

熔融付着したと見られる球状物の付着が確認された (図 2)。

また、�ぎ による分析から、土器表面付着の熔融物は全ての資料で銅を検出し、他に鉛、スズ等を検出する
ため、この熔融物は銅や青銅に由来するものと考えられた (表 1)。

しかし、前述の資料 Cの付着球状物部分からは�rにより金を検出し、他にも釦や銀、鉛等が検出してい

る (図 3)。 そこで、この球状物付近をSEM‐EDXを用いて各元素のマンピング分析を行い、分布状況を図4に
示した。図4③は、球状物付近の二次電子画像であり、図③～6)は各元素マンピングの画像である。金は球状
物や近くの発泡部の底部に局在していることが確認し(図 4● ))、 球状物部位は他に銀 (図 4①)や銅 (図 4(0)、

鉛 (図 4Ke))が分布していることが示された。
資料 Cの使用方法には、金製品の熔解を行つた後に青銅製品等を熔解した土器片の可能l■が考えられるが、

詳細は不明であり、今後の類例報告を期待したい。
・金属塊

金属塊は、写真 (図 50)と X線透過撮影の画像 (図 5③)を比較すると、内部に空洞がかなり存在するこ

とがX線透過撮影の画像から確認され、この金属は流動性が良好でないことが考えられた。
また、金属塊は表面全体が腐食層で覆われているため、檄ゝヽ部位を地金が露出するまでダイヤモンド砥粒に

より研磨を行い、露出した地金に対して�

「

を用いてノンスタンダー ドによる定量分析を行つた。分析は、同
一地金露出部内3ヶ所で実施し、その平均を算出した (この際の� スペクトルを図6に示した)。

分析結果から、金属塊の成分は Cu ①同):98.7�%、 As(ヒ 素):0.7wtO/0、 Ag(銀):0.4就%、 Pb(鉛):
0.2wtO/0と なり、この金属塊は純度の高い銅であることが確認された。そのスペクトルを図36)に示す。
ただし、この塊の用途は不明であり、今後の更なる検討が必要である。
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(a)外観写真

図 1 熔融物付着土器

(keVl

(b)X線透過画像
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図3 球状物 XRFス ペク トル

図2 顕微鏡写真

表 刊 熔融物付着土器からの特徴的な検出元素

資料No 位置 輸出 I.■ 特 徴 的 査〒 芸
判 *2

1

1 Cu(Pb)
2 Cu As(Pb

Cu As Sn Sb Pb
2 Cu Sn Pb
Cu(Pb

2 Cu(Pb
1 Cu(Pb
Cu(As)

1 Cu As Att Pb

Cu As(Sn)(Sb)Pb

40
1 Cu(Sn Pb

2 Cu As Sn(Pb)

A
Cu Sn(Sb)Pb
Cu Sn Sb)Pb

B
Cu Pb

2 Cu Sn Pb

C
1 Cu Att Sn Au Pb

Cu Sn Pb
*1 As:ヒ As銀、Sn:スス、Sb:アンチモン
*2()は検出は可能だが、非常に低い。
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(a)二次電子画像 (b)Au

(c)Ag

(a)外観写真 (b)X線透過画像

金属塊

(d) Cu

図 4 SEtt EDX画 像

図 6 金属塊 XRFス ペク トル

3tOO

図 5
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平 成 20・ 21年 度 調 査 区 全 景 (合 成 )
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調 査 区 全 景 (東から)

調 査 区 全 景 (西から)

一-37-―



調 査 区 全 景 (直上)
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1号 掘 立 柱 建 物 跡 (東 か ら) 1号 掘 立 柱 建 物 跡 (北 か ら )
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発 掘 調 査 前 重 機 に よ る 掘 削
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